
年度の重点目標

○一人一人の個性を尊重し、伸
ばしてゆく教育を推進するための
学習指導を充実させる。

○キャリア教育に力を入れ、進路
意識と職業意識の涵養を図り、進
路希望達成に努める。

○規律ある生活態度と規範意識
を育て、安全教育を推進する。

○充実した学校生活の実現、心
身の健全な成長に努める。

○多様な生徒に適切な支援を行
い、生徒が学校生活をおくりやす
い環境整備に取り組む。

○生徒の全人格的な成長のた
め、ＰＴＡや同窓会、地域との連
携の強化を図る。

○適切な情報等の管理に努め、
ＨＰでの発信、適切な図書館運
営を行う。

Ａ Ｂ Ｂ

Ａ

Ｂ

Ｂ

Ｂ Ｂ

Ｂ

Ａ

Ｂ

Ｂ

Ａ Ａ

Ｂ

Ａ

Ｂ Ｂ

Ａ

Ｂ Ｂ Ｂ

Ｂ

Ｂ

図書情報
図書、視聴覚機材、情報機材等
の資産管理を適切に行い、生徒
や職員の利用拡大を図る。

「図書館だより」等を発行して図書情報を発信する。生徒が読みやすい図書、授業
や小論文学習に役立つ図書を購入し、授業や進路指導に利用される図書館をめ
ざし、生徒・職員の利用拡大を図る。

探究意欲の向上や、幅広い知識・教養・思考力の獲得のために「読書週間」を実
施し、読書を奨励する。

○キャリア教育
に力を入れ、
進路意識と職
業意識の涵養
を図り、進路希
望達成に努め
る。

各学年
広い視野から将来を見据え、夢と
志をもって進路を考えるように指
導し、生徒の個々の適性に応じ
た進路探究のために、学年全体
で細やかな支援指導を行う。
 

社会に関心を持たせ、将来の自己の目標を意識させる。その実現に向けた科目
選択、進路探究に関わる指導を各種講演会、学年集会、ＬＨＲ・「総合的な学習」
などを通じて行い、学年全体で指導する。

生徒へのキャリア教育を推進する。ふるさとへの愛着と誇りを胸に、自己のあり方・
生き方が確立できるよう、「道徳教育の抜本的改善・充実に係わる支援事業」に積
極的に取り組む。

自己の適性・関心に基づき、将来を見通した進路選択ができるよう、生徒との個人
面談および保護者会などを行い、指導・助言していく。

○一人一人の
個性を尊重し、
伸ばしてゆく教
育を推進する
ための学習指
導を充実させ
る。

各教科
高校生として望ましい、主体的に
探究を続けるための基本的な学
習習慣の確立を図り、基礎学力
の養成に努める。

教室の学習環境の維持に努め、学ぶ意欲を高めて、確かな学力を育成する教育
を推進する。また、年間計画に基づいて、丁寧で分かりやすい授業を行う。

生徒の進路希望にあわせ、必要に応じて個別の進学補習を実施する。また成績
不振者には、個々の実態に即した補習や課題を工夫して実施する。

ＩＣＴ教育に積極的に取り組む。生徒が取り組みやすい教材を工夫し、個々の教
育ニーズに応じた課題を与える。

成績不振による転退学者を減らすよう適切な指導に努め、担任との情報交換を緊
密に行う。

探究意欲の向上や、幅広い知識・教養・思考力の獲得のために「読書週間」を実
施し、読書を奨励する。また必要に応じて、新聞活用等の取組を行う。

教務
行事を含めた適切な授業計画を
立案、実施する。授業研究や授
業公開を通して日常の授業の改
善を図る。

単位修得に必要な授業時数を確保した年間の授業計画をはじめ、各種指導計画
を作成し、適切な時間割を編成する。

自習削減のため、適切な授業交換等を推進し、授業の適切な遂行と管理に努め、
各教科の授業改善の取り組みを支援する。

各種式典等の行事を適切に実施する。公開授業を行って、地域への情報発信に
努める。

各学年
将来の進路目標を明確化させ、
意欲を喚起して学習習慣を確立
させる。また教室の学習環境・秩
序の維持に努め、基礎学力の確
実な定着を指導する。

生徒との個人面談を充実させ、生徒個人に合わせた生活・学習面における支援を
図る。生活リズムの確立を促し、学習習慣確立へ向けた支援を行う。

生徒が学習に集中できるよう、教室の学習環境の維持に努める。

保護者と緊密に連携し、学校の指導に協力を得るよう努める。

重点目標 具体的目標 具体的方策 評価

成績不振による転退学者を減らすよう適切な指導に努め、教科担当者との情報交
換を緊密に行う。

学校運営方針

1　学校生活における基本的な生活習慣や規範意識を身につけさせ、将来を見つめつつ積極
　 的に現実の問題に取り組める、ふるさとと母校を愛する生徒を育成する。
２　生徒の進路希望を実現するため、生徒に真摯に向き合い、組織的に協働して魅力ある授
　　業を行い、生徒の能力を最大限に伸ばせるよう計画的に業務を進めていく。

昨年度の成果と課題 具体的目標

（教務）きめ細かな学習指導を実施するための授業時間数
の確保、自習時間の削減に努めた。基礎学力充実のため
補習等を設定した。
（進路指導）
インターンシップ体験先の開拓を行った。アンケートを実施
し、実施前後での生徒の変容や進路選択への影響に関し
て分析を行った。一人一人に対し、よりきめ細やかな指導が
必要。
（生徒指導）学校全体が落ち着いてきた。携帯電話の校内
使用ルールや生徒の身だしなみは改善してきている。登校
時の交通事故、バイクの無断駐輪・無断通学が目立った。
自転車の運転マナー、バスの乗車マナー、バス停でのマ
ナー等について地域住民からの苦情もあり、今後の課題。
（生徒会）
生徒会長を中心として、自主的に運営することができてき
た。主体的、積極的に動く生徒が増えてきた。部活動加入
人数も毎年尐しずつ向上し、活動も盛んになってきたが、年
間を通じて部活動を継続できる生徒を増やすことが課題。
（保健環境）
各学年２時間程度の保健指導を実施した。「校内安全点検
チェックリスト」により、環境整備に努めた。歯科保健の指導
が必要。避難訓練や普段の救急体制について、より一層の
研修、検討が必要。
（渉外）
「ＰＴＡだより」「松高だより」の内容を充実させ、積極的に情
報発信に努めた。ＰＴＡ行事に参加する保護者が限られて
いることが課題。
（図書情報）
図書館の活性化、読書週間を実施した。放送・視聴覚機
材、パソコン等の管理や適正な使用に努めた。生徒の図書
館利用率の向上、メール連絡システムの完成・実施、電子
黒板の利用促進が今後の課題。

○各種指導計画と各教科のシラバスに基づいた適切な教育課程の
運用に努める。52分間の授業時間をフル活用するとともに、昨年度
追加整備した電子黒板により「わかる授業」を実践する。様々な研
修会、研究授業により、授業改善と研究を支援する。学校行事、式
典等を適切に遂行する。

○進路情報を適切に提供し、郷土愛を軸としたキャリア教育に取り
組んで、進路意識の啓発に努める。就職・進学志望者に必要な指
導・支援に組織的に取り組む。道徳教育の取組をキャリア教育とリン
クさせ、個に応じた進路希望の確実な達成を推進する。

○基本的生活習慣を確立させ、服装指導、遅刻防止、いじめ防止
とスマートフォン等の適切な利用等を指導する。

○生徒会と部活動を活性化させ、豊かな心と健康で逞しい心身を
育み、地域社会と連携して学校の魅力を高める。

○安全・安心な学校づくりに取り組む。職員の研修に努めて、教育
相談と特別支援教育、人権同和教育と男女平等教育を積極的に実
施する。必要に応じて、関係機関とも適切に連携する。

○教育活動の情報を家庭に提供するとともに、保護者会、学級懇談
会、PTA総会等を活性化して、家庭や地域と連携した魅力ある学校
つくりを推進する。

○図書館の活用を進め、読書を推奨する。生徒へのＩＣＴ教育を推
進し、教員の技量向上を支援する。ＨＰの適切な更新を行い、引き
続き情報管理に努める。

学  校  運  営  計  画

様式第６号の７

平成28年度
 学校自己評価表（報告）

県立村松高等学校学番 20



重点目標 具体的目標 具体的方策 評価

Ｂ Ｂ

Ａ

Ａ

Ｂ

Ｂ

Ｂ Ｂ Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｃ

Ｂ

Ａ

いじめ対策委員会
いじめを防止し、早期発見に努
め、適切に対応する。

Ｂ Ｂ

Ａ Ａ Ｂ

Ｂ Ｂ

Ｂ   

各学年
健康観察に努め、基本的生活
習慣の確立を図る。

Ｂ Ｂ Ｂ

Ａ Ａ

Ｂ

Ａ

Ｂ

Ａ Ａ

Ａ

Ｂ Ｂ

Ｂ

Ａ Ａ Ｂ

Ｂ

Ｂ Ｂ

Ａ  

総合評価

Ｂ

○適切な情報
管理に努め、
ＨＰでの発信、
適切な図書館
運営を行う。

図書情報
図書、視聴覚機材、情報機材等
の資産管理を適切に行い、生徒
や職員の利用拡大を図る。

視聴覚機材や視聴覚教室、電子黒板の利用を調整し、関係機材・情報を提供し
てＩＣＴ教育推進に努める。各種行事の運営に協力する。

校内で使用されるパソコン、プリンタ等を適切に管理し、その活用を支援する。

成果
 

人権同和教育推進委員会
人権に対する理解を深め、人
権を尊重する態度と行動力を
身につけさせる。

各種研修会に積極的に参加し、職員の指導力を向上させ、教育活動に活かす。

「人権教育強調週間」等での人権教育に積極的に取り組み、講演会やＨＲ等での
取り組みを通じて、生徒の人権意識の涵養を図る。

○生徒の全人
格的な成長の
ため、ＰＴＡや
同窓会、地域
との連携の強
化を図る。

渉外
生徒の育成に向けて、保護者の
理解と支援をえるため、ＰＴＡと積
極的に連携する。また同窓会及
び地域社会とも強く連携する。

生徒の健全な育成と、学習活動支援のため、ＰＴＡと緊密に連携する。ＰＴＡ活動
の振興を図り、教員も積極的に参加する。

同窓会及び地域と緊密に連携して、地域に貢献し、信頼される学校づくりを進め
て、学校の教育活動を理解し、助力してもらうよう努める。

○多様な生徒
に適切な支援
を行い、生徒
が学校生活を
おくりやすい環
境整備に取り
組む。

家庭と緊密に連携し、毎日の健康観察や、Hyper-ＱＵの活用によって、生徒の心
身の問題の早期発見に努め、必要な支援と指導を行う。

保健環境
安全・安心な学校づくりを進
める。教育相談の充実、特別
支援教育の推進の適切な実施
に努める。

学年集会やＬＨＲにおける保健指導（性教育、薬物乱用防止など）を通して、心身
ともに健康な生活を送れる能力や態度を育成する。

身体測定や健康診断を適切に行う。また生徒の疾病予防と、ＡＥＤの管理をはじ
め万一の救急体制と、適切な学習環境の整備に努める。

防災・避難訓練の改善に取り組む。

校内の美化と清掃の徹底に向けた指導及び、清掃区分等の決定を適切に行う。
月末大清掃を実施する。

生徒支援委員会
特別支援が必要な生徒を正確
に把握し、適切な支援を行
い、必要な研修を実施する。

特別に支援が必要な生徒の把握に努め、各分掌や学年や担任、必要に応じて外
部の専門機関とともに適切な支援を行う。

Hyper-ＱＵを実施する。また要支援生徒との面談を行い、生徒情報交換会や職
員研修会を開催して、職員の指導力向上に取り組む。

いじめ対策委員会と連携して、適切な調査を行って実態把握に努める。万一の事
案発生時には、本校のいじめ防止基本方針に則り、適切に対処する。

自己のあり方・生き方の確立の支援に関して、文部科学省「道徳教育の抜本的改
善・充実に係わる支援事業」に積極的に取り組む。

スマートフォン等の適切な使用と、ＳＮＳの適切な利用を指導する。

正しい自転車運転を指導する。交通講話やバイク実技講習等の交通安全教育に
努める。

「いじめ」の防止と早期解決のため、適切な調査を行って実態把握に努める。万一
の事案発生時には、本校のいじめ防止基本方針に則り、適切に対処する。

○充実した学
校生活の実
現、心身の健
全な成長に努
める。

生徒会
生徒会活動と部活動の活性化
と地域社会との連携を図る。

各種学校行事や部活動へ積極的に参加させ、活動を通じて自主性や協調性等
の豊かな心と、逞しい心身の涵養を図り、地域と連携して学校の魅力を高める。

部活動の振興と加入者の増加に努める。部活動の円滑な遂行のため必要な調整
や、創部・廃部を適切に実施する。

地域の行事やボランティア活動に積極的に参加するように指導する。

○規律ある生
活態度と規範
意識を涵養し、
安全教育の推
進に努める。

各学年
保護者との連携のもとで、豊かな
人間性や社会性の涵養に努め、
高校生活を送る基礎となる基本
的生活習慣の確立を図る。

時間厳守、挨拶励行、適切な身だしなみ等の指導を通じて、社会で生きる力を修
得させる。松高生としての誇りを胸に、各自がより良い行動に努めて互いに高めあ
えるよう、意識喚起に努める。

日常の声かけや生徒の観察、保護者との緊密な連携によって生徒の状況把握に
努め、問題行動の未然防止に努める。

スマートフォン等の適切な使用と、ＳＮＳの適切な利用を指導する。

いじめ対策委員会と連携して、適切な調査を行って実態把握に努める。万一の事
案発生時には、本校のいじめ防止基本方針に則り、適切に対処する。

貴重品や現金の管理を徹底させ、盗難防止に努める。

生徒指導
規律ある生活態度と規範意識を
涵養し、交通安全など安全教育
の推進に努める。また、いじめの
予防と早期発見に努め、適切に
対処する。

問題行動の未然防止のための取組みに努める。また問題発生の場合には、学年
や関係部門との緊密な連携のもとで迅速に報告、対応する。

全職員の理解と協力のもと、毎朝の登校指導と定期的な校内外巡視を行う。また、
計画的に頭髪指導、服装指導を実行する。

○キャリア教育
に力を入れ、
進路意識と職
業意識の涵養
を図り、進路希
望達成に努め
る。

進路指導
各学年を調整、指導して入学か
ら卒業までの３年間、一貫性のあ
る進路指導を行い、生徒の進路
実現をはかる。

進路資料の整備、活用を進める。職員に適切な情報を提供して、面接指導等、効
果的な進路指導が行えるようにする。生徒や保護者対象の進路講演会等、計画
的にキャリア教育の機会を設け、進路目標を早期に設定できるようにする。

キャリアップサポーターを活用し、ハローワークや五泉市と連携して、地元企業との
繋がりを強め、職場開拓に努める。

１年生対象の職場見学、２年生対象のインターンシップや３年生対象の合同企業
説明会等を通じて、早い段階から職業意識の涵養を図る。

１年生対象の上級学校見学の実施と、校外での進学相談会やオープンキャンパ
ス参加を促すことで、早期の進学意識涵養を図る。

郷土愛を軸にしたキャリア教育に取り組み、自己のあり方・生き方の確立を支援す
る。「道徳教育の抜本的改善・充実に係わる支援事業」に積極的に取り組む。


